
「志操堅固で徳性が高く、敬の心と志を持った人間の育成」
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南島原市立南有馬中学校　校長

　先に挙げた３つの事件を風化させてはいけません。長崎県では、教育週間の継続はもとより、LINE社と

一緒に「SNSノート・ながさき」という生徒向け・保護者向けの教本をつくり、新しいインターネット時

代の心のありかたを示しています。車の両輪のように学校・家庭で子どもの心を育てていきましょう。

 目指す生徒像＝求めて学ぶ生徒＋心を高める生徒＋たくましい生徒　　　　　
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今年の努力目標「ﾁｪﾝｼﾞ・ﾁｬﾝｽ・ﾁｬﾚﾝｼﾞ」

令和３年７月１９日発行

　一番の変更点は「生きる力」を育むことに重点がおかれ多様性への理解や主体性、問題解決能力の育成

が中心になることです。この10年を見ても、科学技術の進化で大きく社会が変化しました。AIやロボット

の進化で今後も想像を超える変化がおきます。過去の経験だけでは乗り切れない時代になりそうです。

よって、自ら考えて課題に立ち向かっていける人間が求められています。

　７月１２日の１校時、全校集会で長崎や佐世保で起きた事件にふれな

がら、命や心を見つめる教育週間がはじまることを話し、考えていくヒ

ントになればと、さだまさしさんの「いのちの理由」という曲を流しま

した。初日から参観していただいた方もあり嬉しい思いです。

　７月１５日。２年生は、保健体育で救急救命法の講習を受けました。

緊張した表情で心臓マッサージやＡＥＤにのぞんでいました。

　そして、午後から各学級で命についての道徳授業をおこないました。

教室に入りきれないほどの参観で、担任も熱が入っていました。

　　　　　　　　　　　１年…「決断！骨髄バンク移植第１号」

←ドナーカードに　　　２年…「妹に」

　悩む１年生　　　　　３年…「生まれてきてくれてありがとう」

「学力向上」学校訪問と通知表‥‥‥‥‥‥求めて学ぶ生徒

「教育週間」ご来校ありがとうございました‥‥心を高める生徒

南中だより

　７月５日、学力向上に向けて、県と市の教育委員会の先生方４名による学校訪問があり、午後からの授

業を参観されました。熱心に話し合って学ぶ生徒たち、そして、丁寧で毅然とした先生方の指導。たいへ

ん褒められました。その後の研修会の中でも、県学力調査や全国学力調査における本校の成績が平均を上

回り安定していることや、無回答率がゼロであることに驚かれていました。

　県内各校を学校訪問される中で、長崎県共通の課題でもあり、本校の課題でもある「根拠を明らかにし

て考えを述べる力」をつけるためにも「書く活動」を重視した授業を増やしたいとの話がありました。

　さて、前回の学校通信で紹介しましたように、明日、渡される通知表の５段階評定は、次の図に示す３

つの観点をもとにしています。今まで以上にテスト結果だけでなく、日々の学習状況にウエイトがおかれ

ることになるということです。

何を理解しているか？何ができるか？

・定期テストや小テストの結果

・運動の技能、観察の技能 など

どのように社会･世界と関わりよりよい人生をおくるか？

・ノートやレポートの記述内容

・授業中の発言内容 行動観察 など

理解していること､できることをどう使うか？

・論述やレポート作成、発表

・話し合い、作品の作成 など

知識 技能
思考力

判断力 表現力

主体的に

学習に取り組む態度

学びに向かう力・人間性等



7/19 同意書の配布

8/09 同意書の回収

8/20 端末使用説明の後

端末の貸与

月 火 水 木 金 土 日
終業式 海の日 スポーツの日 県中総体

19 20 21 激励式 22 23 24 25

県中総体 県中総体 県吹奏楽

26 27 28 29 30 31 1 コンクール

山の日

2 3 4 5 6 7 8

登校日 No部活デイ

9 平和集会 10 代休日 11 12 13 14 15 家庭の日

登校日

16 17 18 19 20 21 22

３年修学旅行 ３年修学旅行 ３年修学旅行

23 24 25 26 27 28 29

始業式

30 31 1 2 3 4 5

７～８月行事…………………………県中総体、夏休み、平和集会、タブレット端末、修学旅行

努力目標「チェンジ・チャンス・チャレンジ」再確認………………一学期を終える節目にあたって

　明日で一学期が終わります。コロナ禍という厳しい状況は昨年と同じですが、感染症対策を十分にとり、可能な教

育活動は実施していく方針で進めてきました。この２年間で社会は大きく変化し、感染したり、亡くなったりという

コロナに直接的に影響を受けた人をはじめ、仕事を失ったり、親しい人と会えなくなったりと大なり小なり影響を受

けた人はたくさんいます。そんな変化の中で、新しい価値を見出し、新しい世界を切り拓こうとする人もいます。

　教師や生徒も同じです。新しい自分や新しい学校の在り方をイメージして、挑戦し成長していくことが大切だと考え

ます。昨年度からキャリア教育に起業体験学習を位置づけたのも、単純に起業家を育てるというものではなく、今あ

るものに新しい価値を再発見したり、まだない新しい価値を創りだす力=チャレンジ精神を育んでいき、卒業してほし

いという思いからです。努力目標の再確認をしていただけると幸いです。

タブレット端末が家庭にやってきます………………８/２０～３１、まずは挑戦してみてください

　保護者の皆様は、1973年の石油ショックで高度経済成長が止まり、1991年のバブル崩壊で失われた30年へとなった

ことを思い出してください。コロナ禍がなかったとしても、これからの10年は1973年や1991年以上の大きな変化がき

て、今ある仕事の半分が新しいものに入れ替わる予測できない世界になるとさんざん言われています。

　GIGAスクール構想のもと、児童生徒に一人一台のタブレット端末（=学習用端末）が本校に

きたのは１月。当初、WIFI環境が不十分で、つながる台数が少なく、生徒が活用する場面はほ

とんどありませんでしたが、この夏の工事でWIFI環境が強化され、活用できる見通しがたったよ

うです。できるだけ早く子どもたちに慣れ親しんでもらい、２学期からはフル活用してほしいと

いう思いをこめて８月２０日はタブレット端末を一人一人に渡していきたいと思います。

　家庭でのタブレット端末の使用に関しては、学校でも指導をしてお渡ししますが、保護者

におかれましても使用に関する約束=同意書をお子様と一緒によくお読みになり、８月９日

の登校日に同意書を持たせていただければと思います。使い過ぎで昼夜逆転になるので

は？不適切なネット閲覧やゲームにはまるのでは？などなど気になる点は多々あります

が、本校からの指導、そして、何よりも家庭でのルールをもとに活用させてください。～8/31
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学校閉庁日

タブレット


